
訪問看護ステーションでの医療
介護専用SNSを使った多職種連携
と患者参加の実際
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＊家庭は、病室
訪問看護ステーションは、ナースステーション＊
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親戚、行政機関、地域

社会

医局＝各医療機関



訪問看護ステーションの果たす役割＆機能
＊一般的な看護全般

＊治療の継続

＊合併症治療（緊急レスキューなど）

＊人工呼吸器など高度医療機器管理～一般医療機器管理

＊各種ルート管理・服薬管理・栄養指導

＊術前カンファレンス・術後ケア

＊退院指導及び退院計画援助

＊外泊援助

＊生活支援及び援助（社会生活、家庭生活）

学校、福祉施設、企業、行楽施設、宿泊施設、交通機関、産業医等コーディネート

＊病児保育、療育支援及び援助、両親のケア

＊一般開業医支援、ダブル主治医、専門医のコーディネート

＊ターミナルケアから遺族援助

＊同業社のＯＪＴ及び後方支援

＊異業種のＯＪＴ及び後方支援

＊学生のインターンシップ、研修



当ステーションが利用しているMCSツール

１．医療・介護側・・・患者様のケアにあたる医療介護スタッフ間情報共有

２．患者側・・・患者様とご家族、医療介護側から患者様が、選択した

スタッフとの情報共有



３．報連相・・・訪問看護ステーションスタッフのみ情報共有

４．つながり・・・個人間のメール



＊タイムリーな報告と指示受け
輸血、抗がん剤、入院可否、内服指示等



＊誤診、誤薬等の防止



＊正確且つタイムリーで効率の良い情報共有



＊データを調べるときに便利
＊マニュアル・手順確認



患者側では・・・
＊正確で統一した療養指導
画像添付により正確な状況判断が、できる

＊別居家族との信頼関係確立
＊関係者からの説明内容、患者家族の疑問などを正しく共有できる



患者側を使用している患者様・ご家族様の様々な感想
 1.毎週土曜日に翌週の看護師派遣時間の報告があり、見守り対応が容易である。 2.MCSにて要望事項

が提案出来て、関係者との意思疎通が可能である。 3.クリニック先生との連絡が容易に出来る

 介護歴まる３年、妻を介護する団塊世代の介護夫です。子供が介護放棄したために介護と生活費を賄う
ために仕事と主夫の兼業をしてます。介護に関わる職種として、お役所、在宅医、ケアマネ、訪問看護
事業所、訪問リハ事業所、ヘルパー派遣事業所、鍼灸診療所、デーサービスが定期的に介入しています。
ガラス張りの土俵の上でチームが連携すればダブルチェック機構にもなりますし、メンバー交代しても
経過の把握がし易すく事務処理が楽になるはずです。また将来オンライン診療とも連携できるといいで
す。

 父の訪問で常にスケジュールが把握できますし、体調の変化や経過など教えて下さり安心しております。
また、具合が悪くなった時など、緊急に対処もして頂き常にサポートしてもらってます。情報が共用で
きて、ありがたくおもっております。

 私の場合は、アップルウォッチで測定した心電図の送信が出来、自己判断で大丈夫だと思う状況も、心
電図等の状況判断をして貰える事が、精神的にも安定出来る事になっています。 私の場合の不整脈が出
る原因の1つに、精神的な自立神経の乱れによる事もあるので、心電図等を見ていただき「大丈夫で
す」の一言のお返事がある事が大変良く、心身共に安定出来る事に繋がっていると思います。 日中より
も、どの患者さんでも夜間に起こる具合が悪いと思う状況が、MCSの利用で夜間等の緊急時を含む具合
悪い状況の把握に繋がるように思います。 また、緊急時の利用は行った事はありませんが、もしコロナ
禍で緊急性がある具合悪い状況になった時に、トリアージを含めた即座な対応が出来るシステムと思い
ます。 MCSのようなシステム導入は、連絡が取れない近くの訪看ステーションよりも、遠くでも遠隔
操作によって、瞬時に的確な状況判断や患者および患者家族への対処方法指導等に使える事が、患者に
とってのメリットであると思います。



様々な連携ツールとして・・・
＊事業所内の連携ツールとして（マニュアル・

事務連絡・スタッフ間の相談など）
＊当ステーションと各事業所・施設との連携ツール
＊行政・地区などグループ連携ツール



ＭＣＳ活用メリット・活用方法

＊訪問看護師の役割を果たし、機能を最大限活用するためのツール

＊患者様への治療方針・看護方針・介護方針の一本化

＊患者様、御家族への安全・安心環境の提供

＊迅速なデータ収集・確認・活用ツール

＊マニュアル等、手順の確認ツール

＊インシデント・アクシデント防止ツール

＊経営理念を達成するためのツール

＊人脈・引き出しの増加ツール

ご清聴、有難うございました。
皆様

お困りごとや疑問なことなど、
どんなことでも、遠慮なく、
お気軽に、訪問看護師さんに

相談して下さい。
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